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行動とawareness

-レスポンデント条件づけにおける一実験一
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条件づけでは，ＧＳＲに対するawarcncssはない。し

かし，唾液反射を用いたレスポンデント条件づけでは，

唾液反射に対してawarenessがありうる。但し，ここ

でいう，反応に対するawarenessとは，その反応に直

接的なものであって，間接的なもの，例えば，ＧＳＲ条

件づけにおける不安感や不快感に対するawarencssと

は区別する。

ここで，ＧＳＲを用いた条件づけについて考えてみる

と，通術行なわれているＧＳＲ条件づけは，ａ),ｂ）の場

合であり，ａ）とｂ)との区別はなされていない。このａ）

とｂ）との違いに関する研究報告は未だなされていない

が，ＣＳとＵＳの関係について教示を与える事により，

ＣＳ－ＵＳへのawarcnessを持たせる群と何も教示を与

えない群とでは，条件づけ過程に如何なる差異が生じる

かを検討する事により，両者の違いは検証可能である。

他にも手段があると思われるが，このａ)ｂ）の違いにつ

いては今後の課題であろう。

ｄ),ｃ）のような条件づけが可能かどうかについての検

証実験も未だ研究報告がないので今後の研究課題であ

る。

ｃ）のような条件づけは，閥下条件づけとして，多く

の研究報告があり，条件づけ可能であるとする実験報｛Iテ

と条件づけ不可能であるとする実験報告があるが，特

に，本稿で報告する実験と関係のある，音刺激を用いた

実験の報告を承ると，Dunlap（1904)，Baker（1937,

1938)，Metzner＆Baker（1939),Davis（1950）が肯定

的であり，Wedcl,Taylor＆Skolnick(1940)，Wilcott

(1953）は否定的である。しかしながら，いずれの場合

Ｉ

ヒトにおける，いわゆるレスポンデント条件づけにお

いては,刺激とawarcncss(意識性）との関係について，

第１表に示すように，ａ）ＣＳ（条件刺激)，ＵＳ（無条件

刺激）及びＣＳとＵＳの関係（CS-US)すべてに対して

awarencssがある；ｂ)ＣＳ，ＵＳそれぞれにawarencss

があるが，ＣＳとＵＳの関係についてはawarencss

がない；ｃ)ＵＳに対してはawarcnessがあるが，ＣＳ

にはawarcnessがない従って，ＣＳとＵＳの関係に

ついてもawarenessがない；ｄ)ＣＳに対してはaware．

､ＣＳＳがあるが，ＵＳにはawarencssがない従って，

ＣＳとＵＳの関係についてもawarenessがない；ｃ）

CS,ＵＳ,ＣＳ－ＵＳのすべてについて，awarenessがない；

の五つの場合が考えられる。

また，反応に対しても二つの場合が考えられる。つま

り，自分が生じた反応にawarenessがある場合と，な

い場合である。例えば，ＧＳＲを用いたレスポンデント

第１表
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3８ 社会学研究科紀要

も，lilM下刺激の決定は，ルIi神物理学的に決定されたもの

であるか，被験者に，刺激に対して§awarcncssがあっ

たかどうかを刺激提示直後ではなくて，一定時間経過後

に報告させるかなので，条件づけ事態において，ある

ＣＳがawarenessなしの状態下であるという職種的保

証がない。従って，この伽の条件づけが可能であるか，

否か，これ等の実験結果からは断定しがたい。

ここで，ヒトはawarencssがない状態でも刺激を弁

別しうるかという問題について考えた場合，awarcness

がない状態では刺激の認知があり得ないならば，ｃ）の

ような条件づけは不可能であるが(ＣＳが存在しなし､条件

づけはナンセンス)，ｃ）のような条件づけが出来ないか

らといって，awarencssがない状態では刺激の弁別は

あり得ないとは云えない。しかしながら，この問題を解

決するための情報収集の一操作として，レスポンデント

条件づけ手法を用し､るのは有効である。

このレスポンデント条件づけの手法を導入する際に，

二つの方法が考えられる。つまり，ｃ)のように，awarc‐

ｎｅｓｓのないＣＳを直接条件づける方法と，awarcness

があるＣＳに条件反射を形成しておいてから，そのＣＳ

をawarenessのない状態にして提示する方法がある。

いずれの方法をとるにせよ，必要不可欠な条件は，１）

ＣＳの統制が容易である小:と，２）ＣＳへのawareness

はあるけれども》そのＣＳの強度が非常に小さい時の条

件づけが可能であることが確認される事と，３）ＣＳへの

awarenessの有無を条件づけ過程，あるいは消去過程

中に，Ｃｓの提示とほとんどｌｌｊ時に実験者がﾀ;Ⅱることが

出来る11:である。

そこで，我々は上記三条件を満足するような実験方法

に従ったレスポンデント条件づけ手法の導入を試象た。

１）の条件を満すために，ＣＳとしてl000cpsの純音

を用い，外部からの雑音の効果をなくすために白色雑音

を術に流しておく。２)の条件に対しては，条件反射形成

が容易であるＧＳＲを用いた。そして，精神物理学的に

測定された閥値より10.ｂ強い1000cps純音をＣＳと

したＧＳＲ条件づけは非術に困難であるが，まず被験者

にプット・スイッチを踏ませ，プット・スイッチを踏ん

だら，ＵＳを提示する手統きを行ってから，上記のＣＳ

が聞えたらプット・スイッチを踏むように教示してか

ら，ＣＳを提示し，被験者がプット．スイッチを踏んだ

らＵＳを提示するという条件づけを行うと，閥上１０ｄｂ

のような弱い音刺激でも条件づけが可能である（浅野

1966ａ.b､）という知見に雌づいて，この条件づけ方法を

採用した。このプット・スイッチを踏ませる事により，

第８号1968

3）の条件はおのずと柵たされる。

１１

実験

粘神物理学的に測定された闘値をもとにして定めら

れた５種類の音刺激(閥仙及びそれより１０ｄｂづつ強1,,

1000cps純音）をＣＳとしてcounterbalanccをと

って災示し，awarcncssがある時（即ち，プット・ス

イッチを踏んだ時)は必らず強化し,awarenessがない時

は強化ししないという条件づけ過程，及び強化手続きだ

けを取り除いた消去過継において，ＣＳに対･してawarc‐

llcssがない時のＣＳに対する反応（一座も強化を受け

た?Ⅲ:がないＣＳに対する反応は強度刺激汎化による反

応，一度でも強化を受けた事があるＣＳに対する反応は

強度刺激汎化による反応と条件反応の複合した反応）を

吟味しようとした。

方法

１．被験者一心理学Ijj攻大学生５名（男２名，女３名）

2．刺激-1000cps純汗（提示時間１秒IHl)；白色雑青

（尖験中連続提示，強度３５db)；０～150Ｖ直流感電

刺激（提示時間０．２秒間)：電源1.5Ｖ乾電池用の豆

′Iu球に青色ピニールテーブをかぶせて，リlるさを落

した光刺激。

3．反応測度一GSR（皮膚電気反射）を川1,,るが，測

度としては，伝導皮変化率（△c/c×100,単位はパー

セント）を使う。

4．装慨一オーディオメーター；聴力検jjiiボックス(雑

音遮蔽度30.b)：プット．スイッチ（マイクロ．スイ

ッチ式)：豆電球及びその電源：感晒刺激発生器ァ

ＧＳＲ測定器（通勉法，定電流補償回路式)：ペン書

き式オッシログラフ；銀電極及び電極糊。

5．手続き

ｉ）音刺激強度決定…まず，極限法によって，３５ｄｂ

の白色雑音が常に流されている状態での1000cps純音

の刺激閥を測定する。ただし，音刺激はすべて，レシー

バーを通じて提示される。音刺激の強度間隔は５db，

捉示時間は１秒間，判断方法は，信号が来たか来なかっ

たかを選ぶforcedchoiceであるが，その際に，確信

度による重承づけを行なわせる。

被験者を聴力検査ボックス内に座らせ，左耳にレシー

バーをかけさせる。そして，白色雑音を流す。これは全

実験過程が終了するまで常に流しておく。そして，反応

川の押しボタンを左右の手に一つづつ持たせ，「信号が

来たら，右手のボタンを押し，信号が来なかったら，左 凸イ

唾 一
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手のボタンを押して~ﾄﾞさ１，､。但し，その時の確信度に応

じて，つまり，自信がない時はl1uI,やや自信がある時は

２回，絶対'２１信がある時は３回押して下さい。“Ready.'’

と云ったら，注意を向けて下さい。そして，‘‘Ｎｏｗ.”

と云ってから，“は１，，”という合図をするまでの間に偏

号が来たか，来なかったかを先ほど説明した要領で反応

して下さ１，､｡」という教示を与える。４，５山練習した後，

上昇系列，下降系列を交互に２回づつ行い，信号が来た

という反応を“＋，，，来ないという反応を‘‘一''で表わ

し，それぞれの確信度１～３をつけて，＋3～－３で記録

し，各刺激強度について加え合せて，絶対値が妓小にな

る刺激強度を精神物理学的な刺激闘とする。この刺激閥

の強度をＥとし，それより１０ｄｂづつ強いげをそれぞ

れ，Ｄ,Ｃ,Ｂ,Ａ，とする。

ｉｉ）順応過程…GSR川電極を左手の人さし指と薬指

に，感'屯刺激ﾊ]電極を右手の手掌部と手首に装世する。

凹発性反射が出なくなって，ＧＳＲが安定したら，ｉ）で

決定した５種類の強度の違う音刺激を，第２表の提示順

序に従って提示する。帝刺激提示が終ったら，光刺激を

述続提示する。次に，「帝が聞えたらプット・スイッチを

踏んで下さい。但し，プット・スイッチは，口信はない

が，音が|州lえたと感じた時，即ち，先ほど，押しボタン

で反応してもらった時の＋１まで必らず踏むようにして

下さい｡」という教示を与えてから,音刺激を館２表に従

って提示し，各強度について５１面lづつ，計25回，音が聞

えたらプット・スイッチを踏む反応（今後この反応様式

を「音十フム」で表わす）をＧＳＲに対して順応させる。

3９

一_－

第２表

音刺激提示順序表

(矢印にそって提示）

そして，次に，「光がついたら，プット・スイッチを踏ん

で下さい｡」という教示を与えてから，光刺激を１０回連

続提示し，光がついたらプット・スイッチを踏むという

反↓t‘;(今後この反応様式を「光十フム」で表わす)をＧＳＲ

に順応させる。規定の提示回数では順応しない場合は，

最後から試行の平均反応量をその刺激のＧＳＲに対する

中性刺激としての反応量とする。

iii）感電刺激強度決定…強度を次第に強くして,被験

者が，術くはないが，不快であるという強さをきめるＵ

但し，この感電刺激の強度は尖験中に被験者が，順応傾

向を示したら上げる。

ｉｖ）条件づけＩ…光刺激が提示された時，被験者はプ

ット・スイッチを踏むようにという教示を与えて光刺激

を提示する。このプット・スイッチは感電刺激発生器の

ｏｎスイッチに連動してあるので，踏んだ瞬間に感地刺

激が拠示される。以後この条件づけの様式を「光十フム

＋ショック」で表わす。「光十フム＋ショック」４試行毎

に11,11感電刺激を提示しないテスト試行を入れ，条件づ

けの進行状態を兇る。条件づけ試行を161111行っても，条

件づけが完成しない場合は，２４試行まで延長する。それ

でも条件づけが出来ない時には実験を打ち切る。(この条

件づけ’の手統きは，条件づけⅡにおける条件づけを容

易にするために有効であることが前実験（浅野,1966ａ）

で明らかにされている｡）

ｖ）消去Ｉ…｢もう，プット・スイッチを踏まなくて

もし､いです｡」と教示してから光刺激だけを１０回提示す

る。

ｖｉ）条件づけⅡ…ii）で述べた「音十フム」とＭじ教

示を与える。そして，プット・スイッチを踏むと必らず

感電刺激が直後に提示される。この条件づけの様式を

｢音十フム＋ショック」で表わすことにする。

vii）消去11...Ｖi)で「音十フム＋ショック」を表２の

第３表音刺激強度（単位ｄｂ）

(）’ｌＣ

(閥仙）
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鰯２図，Ｓ(14）に一点鎖線で示す。

卵２図，Ｓ(16）に一点磯線で示す。
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Ｓ(13),Ｓ(15),Ｓ(17)は各刺激の順応過程において，完

全に順応した。Ｓ(14）は「音十フム｣，「光十フム」に対

して順応しなかったので，岐後の５試行の平均反応凪，

2.05％，1.04％をもって，中性刺激としての「音十フ

ム｣(1)，「光十フム」に対する反応量とする。同様に，

S(16）の場合も「音十フム｣(2)，1.13％，「光十フム」

0.35％とする。

iii）感電刺激強度決定

３

１ 1０

タジ”恥
５５５５５２

Ｓ(17）

(｢音十フム｣）〔各刺激

８

６

‘１

２

Ａ
／
５

(）

ＢＣＤ回
／／ ／ ／
５５５５

Ｓ(16）

鮒２凶

感電刺激強度は各被験者によって異なり，実験中に順

応傾向が見られると徐念に上げていったが，本実験の目

的には，その強度については直接関係がないので’ここ

では省略する。

iv）条件づけＩ（｢光十フム＋ショック｣）

被験者５名とも「光十フム」に対する条件反射を形成

することが出来た。

v）消去Ｉ（光刺激だけに対する条件反射）

Ｓ(16）を除いて，他の４名においては，光刺激に対す

る条件反〃lの出現が認められ，１０回の消去試行で完全に

消去した。

〔各刺激に対する平均反応並〕消去Ⅱ

ii）順応過程

Ｓ(13),Ｓ(1（
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vi）条件づけⅢ（｢音十フム＋ショック｣）

実験結果は第１図に示す。横軸に音刺激強度，縦軸に

各刺激に対する平均反応趣をとる。尚，音刺激強度を表

わす記号(A～E）に□で伽んであるのは，刺激が提示さ

れているのに，プット・スイッチを踏まなかった時を表

わす。刺激を表わす妃号の~|､に記入されている数字は反

応の度数を示す。

Vii）消去ＩＩ（｢音十フム｣）

実験結果は第２図に示す．凶の読み方は，鮒ｌ図と同

じである。ただし，◇の記号は，音刺激を提示してない

のに，プット・スイッチを踏んだ時を表わす。

Viii）消去Ⅲ（音刺激の承提示）

この過程では，Ｓ(17）が音刺激Ａに対して条件反射を

出現しただけで，他は，前消去過程で消去してしまった

ために，この過程では反射の出現が認められなかったｕ

１１１

本実験で行なわれた条件づけは，我食がヒトの行動と

awarenessとの関係を明らかにするために考えた、ヒ

トの行動の基本型〃の''1で，〔条件性レスポンデント行

動第１型〕に属すものである。従って，ヒトの神経系に

おける情報処理過程のブロック・ダイアグラム(第３図）

を用いて，木実験で行なわれた条件づけを考察してみる

ことにする（佐藤・浅野，1968)。

④

Ａ／Q、

１

考察

音刺激に対してawarcncssがない状態であるという

情報を得るためと，条件づけを容易にするために，プッ

ト・スイッチを踏むという反応を介在させる方法を用い

たのであるが，何故条件づけが容易になるかは不明であ

る（浅野1966ａ.ｂ,)。また，このプット・スイッチを踏

む反応をＧＳＲに対して''性にする，即ち，順応させる

ことは可能である事がここでも確認された。

条件づけＩI，消去ＩＩにおいて，被験者全員が音刺激

Ｅ（精神物理学的な測定による闘値の強度の音刺激）を

提示されても，プット・スイッチを踏んでいない。（第

１図，第２図）これは，紡神物理学的な闘値測定の場面

と条件づけ，消去の場面では，awarenessの状態が異

なるためと考えられる。

プット・スイッチを踏まなかった時の音刺激に対する

反応の検出が本実験の主目的であったが,第１図,第２図

に示した如く，Ｓ(13),Ｓ(14),Ｓ(15),Ｓ(17)において，明

らかにawarenessがない音刺激に対して反応の出現が

見られる。回に対する反応は条件反応と強度刺激汎化に

よる反応の複合したものと考えられ，回に対する反応

は，強度刺激汎化による反応と考えられる。なお，被験

者は全員内観報告において，プット・スイッチを踏むこ

とは単に音が聞えたか否かの合図であり，踏む事と感電

刺激提示の関係については気がつかなかったし，また，

自信はなくても音が聞えたと思った時は必らず踏んだと

報告しているので，感電刺激を回避するために，故意に

プット・スイッチを踏まなかったとは思えない。

卯３凶

受容器Ｒ２：館二貯蔵中枢

感性中祁ｒＲ：応答反応中枢

結合中枢ｏＲ：自発反応中枢

覚醒中枢ｃ：効果器

意識中枢一：報告情報伝達路

統合中枢一→：命令情報伝達路

第一貯蔵中枢（佐藤・浅野1968より）１

ｒ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｒ

１．「音が聞えたらプット・スイッチを踏んで下さい｡」

という教示としての言語刺激が受容器▽を通じて感性中

枢⑧に報告情報をもたらし，⑧は統合中枢①，意識中枢

◎に報告情報を発信する。（⑧は他の中枢へも情報を発

信するが，この段階においては直接には関係がないので

省く）⑧からの報告情報を受信した①は，◎，及び覚醒

中枢④に報告情報を発信すると同時に，貯蔵中枢、に①

の内容を貯蔵する。①からの報告情報を受信した④は

◎,⑧に命令情報を発侭し，◎,⑧の場を変える。即ち◎

は⑧からの報告情報により，言語刺激に対して，音刺激

としてのawarenessが生じ，①からの報告情報により

言語刺激の意味に対するawarenessが生じる，一方，

④からの命令情報により⑧の場が変り，◎及び①へ発信

する報告情報を限定する。また，④からの命令情報によ

り◎の場（覚醒状態）が変る。

次に，実際に音刺激を提示すると，▽を経て，⑧に報

■、
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する（但し，そのＣＳが以前にＵＳを伴ったことのある

ものであれば，そのＣＳは⑧において，条件刺激と強度

汎化刺激としての性質を持ち，以前にＵＳを伴ったこ

とがなければ，強度汎化刺激としての性質を持つ)に,従

って，＠からの命令情報により△の場が変り，反応が生

ずる。我々は，この反応が本実験におけるプット・スイ

ッチを踏まなかった時のＣＳに対する反応であると考え

る。

２．結神物理学的に閥仙を測定する場面と条件づけ等

の実験場面とでは，⑧及び◎の場が尖なるので，awarc‐

,,essの右無についての基準を精神物理学的に測定した

閥仙におくべきでない事は明らかであり，本実験結果に

おいても，精神物理学的に閥値を測定する場面と条件づ

け場面，油去場而ではawarencssの状態が異なること

が実証された。

３．ここで，McGinnies(1949)により提起された，知

覚的防衛（perccptualdefence，ＰＤ）について考えてみ

る。彼は刺激としてタブー語を川いているので，単に

刺激に対してautonomicdisclriminationwithout

awarcncss（Lazarus＆McClcaryl951)がある事では

説明出来ない。何故ならば，本実験において，音刺激に

ＧＳＲ条件づけを行なう４１:によって，autollomicdis‐

criminationwithoutawarencssがある事が確認され

たが，タブー語を川いた場合は①が関与してくるので，

①を考慮した，より複雑なプロセスを考えねばならない

であろう。

行助とawarcllcss-レスポ

告情報がもたらされ，⑧は◎，①に報告情報を発信

する。◎が⑧からの報告情報を受信して，音刺激への

awarncssを生じた場合，この時、に貯蔵されている教

示の内容が①を通じて◎に報告情報として受信されてい

れば，◎は「音が聞えたので，、に貯蔵されている教示

に従え」という命令情報を①に発信する。これを受信し

た①は自発反応'１'枢、に命令情報を発信し，＠は効果器

公に命令情報を発信する。そして，プット・スイッチを

踏むという行動が観察される。従って，実験者は，被験

者がプット・スイッチを踏むか否かを観察することによ

って，◎における，音刺激に対するawarenessの状態

を知るＪ１:が出来る。

「音十フム＋ショック」の条件づけ過程においては，

音刺激とプット・スイッチを踏むという反応により，前

述した如く，尖験者によって被験者の◎における音刺激

に対するarwarencssの状態が観察されながら，同時

に音刺激をＣＳ,感屯刺激をＵＳ,ＧＳＲ反応測度とした条

件づけが，⑧，⑧，、，⑳の諸中枢及び受容器▽，効果

器△によって形成される。即ち，ＵＳの提示によって▽

を通じて⑧は報告情報を受信し，応答反応中枢＠に命令

情報を発信し，これを受信した＠は△に命令情報を発信

し，△の場が変り，反応が生ずる(UR)。しかしながら，

Ｃｓの提示によっては⑧は▽から報告情報を受信するが，

⑳への命令情報を発信しない(ただし，ＣＳはＧＳＲに対

して完全に順応された中性刺激であるとする)，従って，

反応は生じない。ところが，ＣＳとＵＳが反復対提示さ

れることにより，⑧からの報告情報を受信した結合中枢

⑧は，貯蔵中駆＠を利用して，ＣＳとＵＳ間の関係を次

鮪に兄'１'し，⑳に対して命令情報を出すようになる。そ

して，消去過程において，ＵＳが提示されなくなって

も，ＣＳが提示されただけで》⑧は、へ命令情報を発信

し，これを受信した＠は△に命令情報を発信し，△の場

が変り，反応が生ずる（CR)。

このように，◎はＣＳ,ＵＳに対して，⑧からの直接の

報皆情報及び①からの報告情報により，ＣＳ,ＵＳ及びＣＳ

とＵＳの関係についてのawarenessを持ちうるが，

上述したレスポンデント条件づけ形成過程には直接的な

関係を持たない。そして，強度の弱いＣＳの場合には，

◎において，⑧が◎に報告情報を発信しなかったか，⑧

は◎に報告情報を発信しても受信する◎の場がそれによ

りawarenessの生じないようなものであったかのいず

れかにより，awarencssが生じなくても（プット・スイ

ッチを踏まない事により，実験者は知る事が出来る)，

⑧は⑧からの報告情報を受信して，＠に命令情報を発信
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